
［成果情報名］肥効調節型肥料を用いた多収品種「タカナリ」のための全量基肥施用法 

［要約］水稲品種「タカナリ」は、穂首分化期頃の窒素溶出量を増やすことにより総籾数を

増やし、出穂期までに総施肥窒素 18g/㎡の 95％程度が溶出するように数種類の肥効調節型

肥料を混合して基肥として施用することにより 970g/㎡程度の多収となる。  
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［背景・ねらい］ 

我が国の食料自給率は低い状況が続いているが、穀物価格の高騰などの影響により食品

や飼料の価格上昇を招いている。このため、水稲の多収栽培は、食料の安定供給、輸入飼

料の代替といった食料安全保障の面からも重要となる。このような状況を踏まえ、多収品

種「タカナリ」の収量ポテンシャルを最大限に発揮させる合理的な施肥体系を確立する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．稲収量性研究近中四サブチームが実施した分施による多収事例（2007 年タカナリで

1076g/㎡）を参考として、肥効調節型肥料の溶出予測から用いる肥料と混合割合を決定

したオリジナルブレンド肥料が表１の標肥である。全量基肥とする施肥体系である。  

２．標肥における窒素の溶出量は穂首分化期の２週間ほど前から増加し、穂首分化期頃ま

でに総窒素量 18g/㎡の約 50％が溶出し、出穂期までには約 95％が溶出する設計となっ

ている（図１）。  

３．2009 年に実施した多肥（総窒素量 23g/㎡、表 1、図 1）では粗玄米重（収量）が 1000g/

㎡を超え、また、2010 年の多肥（総窒素量 21.3g/㎡）における収量は 1100g/㎡に達す

る極めて高い収量となったが、いずれも標肥と有意な差はない（表２）。  

４．2010 年の少肥（総窒素量 14.7g/㎡）においても 1000g/㎡を超える多収を達成している

が、穂首分化期頃に窒素溶出量が多い多肥ほど総籾数が増加し収量も増えている（表２）。 

５．標肥における「タカナリ」の３カ年の収量は 871～1060g/㎡と年次間差が見られたが、

平均すると 972g/㎡と高いレベルでの収量を達成している（表 3）。これらのことから、

標肥の窒素溶出パターンと総窒素量が多収品種「タカナリ」のもつ収量ポテンシャルを

効率よく発揮させると考えられる。  

６．オリジナルブレンド肥料を用いた現地試験（広島県三原市）では、収量の最も高い圃

場で 2009 年は 974g/㎡、2010 年は 837g/㎡の多収を実証している（データ省略）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果に示す施肥量や肥料の混合割合は、水稲品種「タカナリ」の施肥設計の参考と

なるが、施肥量と混合割合は栽培地の気象条件等を考慮する必要がある。  

２．近農研圃場で実施した各試験におけるリン酸（P2O5）とカリ（K2O）の施肥量は各 11g/

㎡であり、窒素肥料とともに全層に施肥した。なお、側条施肥機で施肥する場合、リン

酸とカリ肥料を加えると繰出量調節範囲を超えるため耕起前に施肥しておく必要があ

る。  

３．試験圃場の作土層における土壌全窒素含有率は、近農研天神圃場が最も低く 0.07％、

近農研本館圃場が 0.14％、実証試験圃場では 0.17～0.22％である。  
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図 1 オリジナルブレンド肥料の窒素溶

出パターン 

倒伏程度

(0-4）

2008 318 a 171 a 54.1 a 86.9 b 986 a 968 a 20.6 b 969 0.0 19.6 a 20.4 a

2009 303 a 173 a 52.4 a 92.8 a 1060 a 1053 a 21.7 a 1025 0.0 19.7 a 24.5 a

2010 298 a 160 a 47.7 a 93.0 a 871 b 865 b 19.5 c 790 0.0 17.0 a 22.4 a

平均 306 168 51.4 90.9 972 962 20.6 928 0.0 18.8 22.4

（粒）

1穂粒数 総籾数 千粒重登熟歩合

（％）

近農研天神圃場で機械移植（栽植密度は18.1～19.7株/㎡）により行った．総窒素量は18g/㎡（標肥）．粒厚1.7mm以上を精玄米
とし，精玄米粒数/総籾数を登熟歩合とした．千粒重，玄米重は水分15％換算値である．2009年は総窒素量は18g/㎡（標肥）と
23g/㎡（多肥）を設けており，これらをコンバイン収穫して全刈り収量としている．
異なる英字間では5％水準で最小有意差法により年次間差があることを示す．

年次
（g/㎡）

全刈り収量 窒素吸収量（g/㎡）粗玄米重

（g/㎡）（千粒/㎡）

穂数

（本/㎡） 出穂期 成熟期

表3　オリジナルブレンド肥料を施用した水稲品種「タカナリ」の収量および収量構成要素

（g/㎡）

精玄米重

（g）

総窒素量

（g/㎡）

2009年

標肥 18.0 52.4 92.8 1060

多肥 23.0 52.3 ns 90.2 ns 1034 ns

2010年

少肥 14.7 54.8 b 91.4 a 1030 b

標肥 18.0 56.5 ab 89.5 a 1059 ab

多肥 21.3 58.1 a 91.4 a 1100 a

表2　施肥窒素量が総籾数，登熟歩合と収量に及ぼす影響

総籾数

（千粒/㎡）

粗玄米重

（g/㎡）

登熟歩合

（％）

品種：タカナリ（機械移植）．粒厚1.7mm以上を精玄米とし精
玄米粒数/総籾数を登熟歩合とした．玄米重は水分15％換
算値である．2009年は近農研天神圃場（n＝3）．nsは処理間
差がないことを示す（t検定）．2010年は近農研本館圃場（n＝
4）．異なる英字は5％水準で最小有意差法により処理間差が
あることを示す．

試験 速効性

年次 （g/㎡） LP100 LPS60 LPS80 LPS100 LPS120 LPSS100 計

標肥 2008～2010 4.0 1.0 6.0 4.0 2.5 0.5 － 18.0

多肥 2009 4.0 2.0 5.0 6.0 3.5 1.5 1.0 23.0

多肥 2010 4.0 1.0 8.0 5.3 2.5 0.5 － 21.3

少肥 2010 4.0 1.0 4.0 2.7 2.5 0.5 － 14.7

肥効調節型肥料（g/㎡）
施肥区

表1　オリジナルブレンド肥料に用いた肥料と窒素量

各施肥区の肥料の数値は窒素成分量を示す．
速効性：塩加燐安を用いた．LP100～LPSS100はチッソ旭肥料（株）のLPコートの略称．


